木曽川上流自然再生検討会
○設立目的
検討会は、平成２０年３月に策定された木曽川水系河川整備計画の中で掲げられた、河川環境の整備と保全に関する目標を踏まえ、木曽三川の多様な河川環境を保全・再生し、河川本来の「川のシステム」の保全・再生に向けた検討、立案、モニタリング等を行うにあたって、各分野の学識経験等を有する有識者から様々な助言をいただくことを目的とする。
○開催予定
木曽川自然再生検討会の開催日及び主な議事内容等
	回数
	開催日
	主な議事内容

	第1回
	平成20年12月26日
	・趣旨及び検討会規約（案）等について
・木曽川上流の河川環境の現状と課題について

・河川整備基本方針、河川整備計画について

・自然再生計画に位置づける整備メニュー（案）について

	第2回
	平成21年 2月24日
	・河道・樹林化等の変遷について
・個別箇所の変遷と現状について
・樹木伐開について

	第3回
	平成21年 8月21日
	・木曽三川の現状の課題と対策の方向性について
・各整備メニューの内容と検討課題について
・自然再生計画書（案）骨子について

	第4回
	平成21年11月 4日
	・自然再生計画書(案)について

	 第5回
	平成23年７月１日
	・自然再生事業等のモニタリングについて（予定）


· 上記内容は事務所HP（http://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/index.html）にて公表〔バナー参照〕
○構成メンバー

木曽川上流自然再生検討会　委員名簿
	氏名
	所属等
	専門分野等

	小笠原　昭夫
	名古屋学芸大学　短期大学部　非常勤講師
	鳥類

	梶浦　敬一
	ぎふ哺乳動物調査研究会
	哺乳類

	萱場　祐一
	土木研究所　自然共生研究センター長
	河川生態

	野平　照雄
	自然学総合研究所　研究員
	昆虫類

	藤田　裕一郎
	岐阜大学教授　流域圏科学研究センター長
	座長・河川工学

	水野　瑞夫
	自然学総合研究所　会長
	植物

	森　　誠一
	岐阜経済大学　教授
	魚類


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(五十音順・敬称略)
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